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平成28・29年度新規事業 実施計画示される!

只

見

産

米

食
味
値
向
上
事
業

優
良
農
地
確
保

支

援

事

業

畑
地
有
効
活
用

支

援

事

業

稲
作
担
い
手
農
家
生
産

基
盤
整
備
支
援
事
業

畦
畔
等
管
理

省
力
化
モ
デ
ル
事
業

遊
休
農
地
等

解
消
支
援
事
業

約153万円150万円

280万円

2000万円

120万円50万円

新
農
業
振
興
施
策

　

町
内
産
米
の
品
質
と
価

格
向
上
を
図
る
た
め
、
本

年
度
は
基
礎
デ
ー
タ
の
収

集
等
を
し
、次
年
度
か
ら
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
に
基

づ
き
米
作
り
を
実
践
す
る
。

　

国
庫
等
補
助
適
用
外
の

土
層
改
良
等
に
要
す
る
経

費
を
助
成
す
る
こ
と
で
、

優
良
農
地
を
確
保
す
る
。

　

遊
休
農
地
対
策
と
し
て
、

同
一
作
物
５
ａ
以
上
の
作

付
農
家
に
対
し
て
、
一
定

額
を
支
援
す
る
。

　

高
付
加
価
値
等
に
取
り

組
む
認
定
農
家
等
に
農
業

機
械
・
施
設
整
備
に
係
わ

る
経
費
を
支
援
す
る
。

　

法
面
等
の
刈
り
払
い
作

業
等
の
省
力
化
の
た
め
、

芝
種
子
等
の
購
入
費
用
を

支
援
す
る
。

　

平
地
等
で
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
悪
化
に
つ
な
が
る
と

判
断
さ
れ
る
農
地
等
の
改

良
の
た
め
、
一
定
の
条
件

の
も
と
そ
の
解
消
に
要
す

る
経
費
を
支
援
す
る
。

平成２3年度 基本計画策定	 710万円
平成２4年度 プロポーザル・基本設計委託	 2620万円
平成２5年度 基本設計支援委託業務	 1350万円
平成２6年度 実施設計等支援委託業務	 6520万円
平成２7年度 本体工事費等	 14億2830万円
平成２8年度 新エネルギー導入工事	 3億4200万円

周辺外構設計・備品・移転準備等	 7370万円
平成２9年度 移転工事・解体工事・跡地整備	2億6000万円
	 総事業費 約22億1600万円

	 （内 一般財源19億　900万円）

新
庁
舎
総
額
示
さ
れ
る
‼

●❶●❷●❸

●❹●❺●❻
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防災カメラ
（既存設備）

防災用IP無線システム（WiFi）
（既存設備）

監視カメラ
（既存設備）

避難所

只見町役場

体育館

学校避難所

中継局

緊急

J-ALERT/防災行政無線

役場広報

FMラジオ

地域の活性化とコミュニティ再生につながるメディアとなる

①災害発生時に正確情報を迅速に提
供すること

②自治体からのお知らせや身近な生
活情報、イベント情報等を伝達する
こと（※従来の防災無線では告知
できない情報提供が可能となる）。

③朗読や合唱の発表など、地域の子
どもたちや高齢者による文化活動
の発表の場となる。

④議会中継の放送

役場から地域の防災情報や、JALERT／防災無線
からの地震津波情報、気象情報等を緊急通報とし
てFMコミュニティ放送に発信します。災害時の
二重三重の情報伝達方法を確立します。

役割

全員協議会

平成28・29年度新規事業 実施計画示される!

只

見

町

Ｐ
Ｒ
動
画
作
成

浅
草
岳
沼
ノ
平

遊
歩
道
整
備

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
よ
る
観
光
振
興

「
ふ
る
さ
と
館
田

子
倉
」内
装
改
修

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

促

進

事

業

雇

用

奨

励

交

付

助

成

250万円

約1100万円

約910万円 1450万円

120万円250万円

　

只
見
町
を
よ
り
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
町

の
Ｐ
Ｒ
（
宣
伝
）
動
画
を

作
り
、
既
存
イ
ベ
ン
ト
等

で
の
活
用
や
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
へ
掲
載
す
る
。

　

国
庫
等
補
助
適
用
外
の

土
層
改
良
等
に
要
す
る
経

費
を
助
成
す
る
こ
と
で
、

優
良
農
地
を
確
保
す
る
。

　

歴
史
的
価
値
の
あ
る
沼

ノ
平
登
山
道
を
安
全
に
整

備
す
る
た
め
の
調
査
・
補

修
・
測
量
委
託
に
係
る
も

の
。

　

観
光
振
興
を
目
的
に
、

２
名
配
置
を
予
算
化
。

　

ダ
ム
に
よ
っ
て
水
没
し

た
田
子
倉
集
落
の
歴
史
を

紹
介
す
る
た
め
、
町
が
取

得
し
た
施
設
の
内
装
を
改

修
す
る
。

　

都
市
部
か
ら
の
移
住
を

促
進
さ
せ
る
た
め
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
や
後
継
者
へ

補
助
す
る
。

　

平
地
等
で
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
悪
化
に
つ
な
が
る
と

判
断
さ
れ
る
農
地
等
の
改

良
の
た
め
、
一
定
の
条
件

の
も
と
そ
の
解
消
に
要
す

る
経
費
を
支
援
す
る
。

　

町
内
雇
用
を
促
進
す
る

た
め
、
雇
用
者
増
を
図
っ

た
事
業
者
へ
補
助
す
る
。

新
観
光
商
工
振
興
施
策

コミュニティＦＭ開局

●❶●❷●❸
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補正
予算
ち

ょ

ボ

ラ

只
見
産
材
の
活
用

支
援
補
助
事
業

朝

日

地

区

学
校
通
学
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
局
開
設
調
査

設
計
業
務
委
託
料

2６3万5000円

質
疑
応
答

　12月会議は、14日から18日までの5日間の会期で行われました。
　議案として条例制定及び改正2件、指定管理者の指定1件のほか、
一般会計及び各特別会計補正予算11件、追加議案として同意案件
１件の総数15件が提出され、審議の結果、全て原案通り可決しま
した。審議内容を要約してお伝えします。

（
注
：「
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
朝
日

地
区
内
に
お
け
る
愛
称
」）

問
朝
日
振
興
セ
ン
タ

ー
で
の
ち
ょ
ボ
ラ

ゴ
ミ
拾
い
に
感
謝
を
す
る
。

回
数
や
参
加
人
数
は
。

答
年
２
回
。
一
回
に

60
数
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

問
せ
っ
か
く
の
補
助

金
が
使
わ
れ
て
い

提
出
理
由

　

事
業
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
議
会

担
当
委
員
会
に
今
議
会
中
の
委
員
会
で
初
め
て
説
明
を
受

け
た
ば
か
り
で
、
今
議
会
で
議
決
さ
せ
る
の
は
、
き
ち
ん

と
事
業
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
議
論
す
る
時
間
を
与
え
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、
問
題
だ
。

　

今
後
の
事
業
の
維
持
経
費
を
考
え
て
も
安
易
に
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
。

ちょボラ事業実施状況

通学路にある危険空き家

問
施
設
入
所
で
き
る

介
護
度
が
変
わ
り

訪
問
看
護
が
増
え
る
中
、

看
護
師
が
毎
年
減
少
し
て

い
る
。
そ
の
影
響
と
今
後

の
対
策
は
。

答
診
療
所
看
護
師
の

シ
フ
ト
調
整
で
、

住
民
に
支
障
が
な
い
よ
う

努
力
し
て
い
る
。
看
護
助

手
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

臨
時
看
護
師
の
募
集
を
行

っ
て
い
る
。

問
地
元
で
あ
る
教
育

長
や
振
興
セ
ン
タ

ー
長
の
交
渉
に
も
期
待
し

た
い
。

答
現
在
、
担
当
課
長

が
熱
心
に
動
い
て

い
る
。

超
過
勤
務
手
当

看
護
師
減
少

問
こ
の
時
期
の
高
額

な
補
正
予
算
の
理

由
は
何
か
。

答
職
員
減
に
よ
る
負

担
増
や
イ
ベ
ン
ト

実
施
に
よ
る
も
の
だ
。
今

後
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
等

を
検
討
す
る
。

な
い
原
因
は
何
か
。

答
現
在
の
住
宅
建
築

の
主
流
が
プ
レ
カ

ッ
ト
工
法
の
た
め
浸
透
し

な
か
っ
た
。

問
今
後
の
対
策
は
ど

う
考
え
る
か
。

答
住
宅
の
み
を
対
象

と
し
て
い
た
が
、

今
後
は
車
庫
等
付
帯
建
造

物
に
も
適
用
範
囲
を
広
げ

啓
蒙
も
し
て
い
く
。

　

審
議
の
中
で
、
本
予
算

を
取
り
下
げ
る
内
容
の
修

正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
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①行政の効率化
（例）情報の照会等に要する時間・労力が削減される。
②公平公正な社会の実現
（例）◦税などの負担を不当に免れること及び手当等の不正受

給の防止
◦生活保護等で困っている方へのきめ細やかな支援が可
能となる。

③国民の利便性の向上
（例）税と社会保障に関する申請時の添付書類が省略でき、

手続きに係る時間・費用の軽減につながる。

　

法
律
に
基
づ
き
、
求
め
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
適
切
に
取
り
扱
う
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
。

マイナンバーサンプル

修

正

動

議

　

町
税
の
未
納
・
滞
納
を
極

力
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

徴
収
の
猶
予
ま
た
は
猶
予
期

間
の
延
長
を
受
け
た
方
が
、

ど
う
し
て
も
期
限
ま
で
に
納

付
・
納
入
で
き
な
い
止
む
を

得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
、
分
割
納

付
・
納
入
の
各
期
限
ま
た
は

金
額
を
変
更
し
、
納
付
し
や

す
く
す
る
も
の
で
す
。

只
見
町
税
条
例
の
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
に
関
す
る
条
例

条
例あ

れこ
れ

新
規
・
改
正マイナンバーでこう変わる！

町
税
の
未
納・滞
納
を

　
減
ら
す
た
め
に
！

賛成討論

５
名
…
大
塚
純
一
郎
、
新
國
秀
一

酒
井
右
一
、
山
岸
フ
ミ
子
、
小
沼
信
孝

　

今
後
の
運
営
方
針
が
ま
だ
未
検
討
で
あ
る
な

ど
、
担
当
委
員
会
で
の
審
議
が
深
ま
っ
て
い
な

い
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
検
討
や
運
営
母
体
の

検
討
な
ど
、
今
後
も
う
少
し
担
当
委
員
会
で
審

議
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
当
に
こ
の
町
に
と
っ

て
必
要
な
も
の
な
の
か
を
、
も
っ
と
慎
重
に
考

え
た
い
。

反対討論

６
名
…
中
野
大
徳
、
鈴
木
征
、
藤
田
力

佐
藤
孝
義
、
目
黒
仁
也
、
石
橋
明
日
香

　

町
当
局
の
説
明
プ
ロ
セ
ス
は
議
会
軽
視
で
あ

り
非
常
に
問
題
だ
が
、
災
害
時
の
情
報
提
供
や

町
民
の
活
躍
の
場
を
広
げ
、
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
の
重
要
な
意
義
を
考
え
る
と
、
こ

の
事
業
は
採
算
だ
け
で
考
え
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
必
要
な
事
業
だ
。

　

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
事

業
を
こ
こ
で
足
止
め
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、

国
の
「
地
方
創
生
加
速
化
補
助
金
」
を
活
用
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
も
、
こ
の
ま
ま
前
に

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

反対討論

山
岸
フ
ミ
子
議
員

　

住
民
の
理
解
の
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
だ
。

※納付：本来の納付義務者が納める場合
納入：特別徴収義務者が納める場合
　と地方税法上使い分けています。
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概　
要

●
地
方
圏
に
出
産
・
子
育

て
・
老
後
の
世
話
を
依

存
す
る
が
、
地
方
圏
が

消
滅
し
よ
う
と
本
来
は

ど
う
で
も
い
い
と
い
う

「
東
京
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」

の
発
露
が
見
ら
れ
る
。

東
京
圏
の
産
育
児
に
貢

献
し
な
い
地
方
圏
は
消

滅
さ
せ
る
（
＝
日
本
版

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）

（「
全
て
の
町
は
救
え
な

い
」）の
が
本
音
。

●
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」：

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
継

続
ケ
ア
付
隠
居
共
同

体
）：

　

東
京
圏
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
高
齢
者

が
、
自
ら
の
希
望
に
応

じ
て
地
方
に
移
住
。
地

域
住
民
や
他
世
代
と
交

流
し
な
が
ら
、
健
康
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を

金子恵美議員に要望書を提出

元気な高齢者が集まる敬老会

委員会リポート ■
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　

役
場
庁
舎
建
設
計
画
に
関
す
る
議
会
の
総
意
と
し
て
町
当

局
に
提
出
し
た
意
見
書
の
尊
重
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

十
分
な
意
見
交
換
を
重
ね
、
町
民
合
意
の
得
ら
れ
る
庁
舎
建

設
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
軌
道
整
備
法
の
改

正
、
成
立
が
全
線
復
旧
に
向

け
て
の
大
き
な
後
押
し
に
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
町
当

局
と
の
連
携
の
も
と
要
望
活

動
を
継
続
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
向
け
て

　高齢者の社会参加や生きがい活動は大変重要で
ある事から、シルバー人材センターの設立と運営
について、継続して調査を深めます。

JR只見線早期全線復旧

議
会
活
動
報
告

福島県町村議会議員研修会
日　時 　10月22日　　場　所 　郡山市「ビッグパレットふくしま」
講師・テーマ 　金井利之氏（東京大学大学院法学政治学研究科教授）

「人口減少社会の自治体議会」

町
民
合
意
の
得
ら
れ
る
庁
舎
建
設
を
目
指
し
て

町
民
合
意
の
得
ら
れ
る
庁
舎
建
設
を
目
指
し
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
向
け
て
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■経済文教常任委員会

視察日 　10月28日
目　的 　集落給水施設調査
内　容 　現在太田集落では、本年春、集落対岸の山から発生した土砂崩れが

集落の水道施設に影響したため、新たな集落営の給水施設整備を検
討しています。しかし、世帯数の減少や高齢化で事業負担に課題も
出ています。委員会では、集落住民の声を直接聞くため、町当局担
当課とともに調査に入りました。
生活に一日も欠かすことのできない水の問題であり、住民の声を尊
重しながら、現在の行政規則の再検討も含めて、今後更に町当局と
調査検討を進めていきます。

町担当者の説明に耳を傾ける現地調査参加者

土砂崩れ発生個所
（頂上付近）

新たな水源として検討される
「猫渕清水」

聴講状況（10月22日　町村議会議員研修会）

生
活
に
欠
か
せ
な
い

水
問
題

布沢太田集落の土砂現場など調査

土砂崩れによる
集落水道施設の復旧対応

送
る
。
必
要
に
応
じ
て
医
療
・
介
護
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
。
⇨
高
齢
者

よ
り
若
者
が
欲
し
い
地
方
に
と
っ
て
現
実
的

な
の
か
疑
問
。

●
若
手
が
育
た
な
い
低
い
議
員
報
酬
：

　

議
員
報
酬
が
低
く
年
金
制
度
も
廃
止
さ
れ

た
た
め
、
本
業
と
し
て
議
員
に
な
る
こ
と
は

難
し
い
現
行
の
地
方
議
員
制
度
は
、
若
手
の

な
り
手
を
輩
出
し
づ
ら
く
、
ど
う
し
て
も
年

金
受
給
者
・
公
務
員
退
職
者
・
自
営
業
者
・

会
社
経
営
者
ば
か
り
と
な
り
や
す
く
、
高
齢

者
ば
か
り
の
議
会
と
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
は
、

地
方
議
会
に
と
っ
て
決
し
て
良
く
な
い
。

7

12
月
会
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
報
告

陳
情
・
請
願

一
般
質
問

教
え
て
議
会
の
こ
と



　今回より、従来の議会報告会ではなく一般会議という町民との懇談会を開催し　ました。町民と多くの意見交換を図ることで議会の考えを町民に理解してもらう
ことができ、また町民の意見を町政に反映させられる良い機会となりました。今　後も継続して実施していきます。

◎
建
設
は
急
が
れ
る
が
、
一

度
白
紙
に
戻
し
て
、
改
め

て
コ
ン
パ
ク
ト
な
建
設
に

し
て
欲
し
い
。

◎
今
ま
で
に
掛
か
っ
た
費
用
、

約
１
億
２
千
万
円
は
、
将

来
の
負
担
が
わ
か
ら
な
い

ま
ま
進
め
る
の
で
は
な
く
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
設
計
で
建

設
し
て
い
け
ば
、け
し
て
無

駄
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

◎
こ
れ
か
ら
の
町
の
人
口
減

少
を
見
据
え
て
、
既
存
の

公
共
施
設
の
有
効
活
用
を

し
て
欲
し
い
。

◎
箱
物
建
設
の
問
題
が
出
さ

れ
て
い
る
今
、
只
見
町
の

将
来
を
見
据
え
た
慎
重
な

議
論
を
し
て
、
町
民
合
意

の
得
ら
れ
る
庁
舎
建
設
を

し
て
欲
し
い
。

◎
現
庁
舎
は
耐
震
構
造
に
問

題
が
あ
り
、
災
害
を
経
験

し
た
当
町
の
防
災
拠
点
と

し
た
新
庁
舎
建
設
の
一
刻

も
早
い
建
設
が
必
要
だ
と

思
う
。

◎
推
進
す
る
具
体
的
な
方
法

が
難
し
い
。
講
習
会
等
意

見
交
換
の
場
が
欲
し
い
。

◎
様
々
な
建
設
事
業
で
地
元

の
活
用
を
図
っ
て
欲
し
い
。

◎
将
来
が
見
え
な
い
と
商
売

が
定
ま
ら
な
い
。
10
年
、

20
年
先
の
産
業
の
姿
を
示

し
て
欲
し
い
。

◎
八
十
里
開
通
後
の
人
を
滞

留
さ
せ
る
目
的
も
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
見
据
え
た
推

進
を
。

◎
特
産
品
の
開
発
や
今
後
の

販
売
促
進
を
す
る
た
め
、

◎
空
き
家
を
活
用
し
た
、
若

者
定
住
住
宅
の
活
用
が
で

き
な
い
か
。

◎
町
内
の
男
女
の
「
出
会
い

の
場
」
作
り
を
現
実
的
に

効
果
的
な
展
開
が
で
き
る

11月18日　朝日地区地域づくり委員会

11月25日　只見町商工会青年部

町民と議会の懇談会を開催!
朝
日
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会

①
11
月
18
日　
参
加
者
10
名

役
場
庁
舎
建
設
　

進
捗
状
況
と
今
後

若
者
定
住
・
　
　

　
　
少
子
化
対
策

中
心
市
街
地

活
性
化
計
画
の
目
的

６
次
化
産
業

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ

役
場
庁
舎
建
設

雪
国
の
安
心

町
の
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

地

元

活

用

町
産
業
の
姿

よ
う
な
支
援
が
で
き
な
い

も
の
か
。

◎
新
し
い
介
護
施
設
も
で
き

た
が
、
人
材
の
確
保
を
非

正
規
職
員
の
募
集
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
、
問
題

な
の
で
は
な
い
か
。
も
っ

と
魅
力
の
あ
る
職
場
、
住

宅
整
備
を
含
め
て
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
作

っ
て
欲
し
い
。

只
見
の
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の

立
ち
上
げ
を
検
討
し
た

い
。
行
政
に
立
ち
上
げ
の

支
援
を
願
い
た
い
。

◎
高
齢
化
に
よ
り
、
３
〜
５

年
後
に
は
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
が
激
減
す
る
。
オ
ペ
レ

ー
タ
の
育
成
は
緊
急
を
要

す
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

◎
な
か
な
か
進
ま
な
い
よ
う

だ
が
、
当
局
と
議
会
が
合

意
の
も
と
推
進
を
願
い
た

い
。

◎
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

は
駅
前
整
備
の
計
画
だ
が
、

駅
前
だ
け
の
整
備
で
い
い

の
か
。
雪
が
多
く
て
も
安

心
し
て
高
齢
者
が
町
中
で

住
め
る
整
備
な
ど
も
、
今

後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

只
見
町
商
工
会
青
年
部

②
11
月
25
日　
参
加
者
10
名
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　今回より、従来の議会報告会ではなく一般会議という町民との懇談会を開催し　ました。町民と多くの意見交換を図ることで議会の考えを町民に理解してもらう
ことができ、また町民の意見を町政に反映させられる良い機会となりました。今　後も継続して実施していきます。

◎
村
の
共
同
作
業
や
農
業
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。

今
後
三
地
区
の
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
（
農
業
共
同
作
業

施
設
）
の
検
討
等
も
必
要

だ
と
考
え
る
。

◎
只
見
町
は
、
今
後
の
町
づ

く
り
と
し
て
一
大
福
祉
団

地
構
想
を
検
討
し
て
は
。

◎
少
子
化
で
小
学
校
統
合
の
検

討
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

◎
子
ど
も
が
か
わ
い
そ
う
だ
。

大
人
の
視
点
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
視
点
で
考
え
る

べ
き
だ
。

◎
ま
ず
は
、
結
婚
対
策
が
大

切
だ
。
お
見
合
い
計
画
の

推
進
を
図
る
べ
き
。

◎
昔
や
っ
て
い
た
仲
人
報
奨

金
制
度
を
復
活
さ
せ
て
み

て
は
。

◎
空
き
家
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
空
き
家
活

用
は
、
墓
な
ど
の
維
持
管

理
か
ら
話
を
始
め
な
い
と

進
ま
な
い
。

◎
空
い
て
い
る
公
共
施
設
の

活
用
方
法
と
し
て
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
企
業
の
電

話
応
対
部
署
）
を
誘
致
し

て
利
用
し
て
も
ら
う
の
は

ど
う
か
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
方

に
あ
る
。

◎
色
々
課
題
が
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
問
題
が
解
決
し
な
い

と
中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
等
他
の
事
業
が
進
ま
な

い
。
議
会
に
も
責
任
が
あ

る
。
力
を
合
わ
せ
一
つ
の

方
向
を
出
し
て
欲
し
い
。

◎
危
険
な
ら
ま
ず
一
旦
仮
移

転
す
る
の
が
通
常
の
考
え

で
は
な
い
か
。

◎
議
員
と
し
て
、
全
町
27
集

落
の
住
民
の
声
を
聞
い
て

い
る
か
。

◎
各
地
区
代
表
数
名
程
度
と

議
会
と
の
意
見
交
換
の
場

を
定
期
的
に
開
催
で
き
な

い
か
。

◎
住
民
と
行
政
の
協
働
を
目

的
に
作
っ
た
交
付
金
だ
が
、

行
政
目
線
で
な
く
、
よ
り

住
民
に
寄
り
添
っ
た
改
善

を
図
る
べ
き
だ
。

◎
失
敗
し
て
い
る
例
も
数
あ

る
。
よ
く
検
討
を
。
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

◎
議
会
は
ど
う
か
か
わ
っ
て

い
く
の
か
。

◎
地
方
分
権
で
議
会
は
政
策

決
定
の
主
体
者
と
な
っ
た
。

住
民
の
代
弁
者
と
し
て
議

会
全
体
で
政
策
提
言
を
し

て
欲
し
い
。

◎
議
会
の
監
視
機
能
も
わ
か

る
が
、
前
に
進
む
議
会
で

あ
っ
て
欲
し
い
。

◎
議
会
と
し
て
三
地
区
の
活

動
を
踏
ま
え
、
地
域
活
動

住
民
参
加
の
条
例
化
な
ど

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

自
治
振
興
会
と
し
て
も

色
々
考
え
た
い
。

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

◎
町
当
局
か
ら
、
三
地
区
足

並
み
を
揃
え
た
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
一
つ
の
地

域
が
自
ら
考
え
た
も
の
を

伸
ば
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

◎
新
潟
十
日
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
視
察
し
た
。農

業
支
援
な
ど
町
お
こ
し
全

体
に
も
活
用
し
て
欲
し
い
。

11月26日　長浜区

12月 5 日　明和自治振興会

町民と議会の懇談会を開催!議会一般会議

明
和
自
治
　

　
　
振
興
会

長
浜
区

④
12
月
５
日　
参
加
者
24
名

③
11
月
26
日　
参
加
者
９
名

中
心
市
街
地
　
　

　
　
活
性
化
計
画

役
場
庁
舎
問
題

福
祉
団
地
構
想

小
学
校
統
合

お
見

合

い

農

業

維

持

空
　
き
　
家

地
域
お
こ
し
協
力
隊

前
進
す
る
議
会

住

民

の
声

地
域
づ
く
り
交
付
金
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⇨　総務厚生常任委員会に付託

⇨　総務厚生常任委員会に付託

⇨　経済文教常任委員会に付託

【
理
由
】
町
独
自
の
支
援
を
含
め
た
新
し
い
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

認
め
る
。

【
理
由
】
当
町
に
お
い
て
も
、
今
後
森
林
資
源
を

活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
森
林
整
備
予
算

が
必
要
と
判
断
し
た
た
め
。

陳情
請願

陳
情
請
願
の
結
果

継続審議中の陳情請願

♳
只
見
町
農
業
施
策
に
関
す
る
請
願
書
⇩
採
択

♴
森
林
吸
収
源
対
策
に
係
る
安
定
的
財
源
確
保
と

山
村
振
興
対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
提
出

の
請
願
⇩
採
択

1役場庁舎建設の構造計画変更を求める陳情書

2避難所施設整備に係る陳情書

3認定外給水施設整備に対する
支援と受益者負担金の軽減を
お願いしたい件

避難所施設整備の現地調査状況（11月27日）

森林吸収源対策の推進構想

　
な
お
、
採
択
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
は

国
機
関
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
只
見
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。
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12月会議一般質問
この町を想い、町政を問う。

全議員が登壇

※１議員１ページの割り当てとなっているため、ページの都合上、質問・答弁はその概要を掲載して
おります。詳しい内容については、議会ホームページの議会中継からバックナンバーにて中継動画
を掲載しておりますので、ご覧ください。

　大塚純一郎　…………………………　１２
◦目黒町長が取り組んできた政策評価は
◦10年後の只見町のあるべき姿を示せ

　新國　秀一　…………………………　１３　
◦奨学金の検討結果は
◦仮設住宅の有効活用を図るべき
（◦産業の六次化事業）
（◦住民訴訟の経過）

　小沼　信孝　…………………………　１４
◦子育て・少子化対策基金どう使う

　藤田　　力　…………………………　１５
◦只見高校生を毎年一人採用しては
◦移住お試し住宅を整備したら

　鈴木　　征　…………………………　１６
◦役場庁舎建設の経過を確認したい
◦今後の人口減少対策は

　酒井　右一　…………………………　１７
◦豪雨災害裁判の争点は何か

　石橋明日香　…………………………　１８
◦優秀な人材を育てる独自の教育を

　佐藤　孝義　…………………………　１９
◦町民福祉バス復活の考えは
◦地方創生と絡むエコパーク事業は

　山岸フミ子　…………………………　２０
◦地産地消拡大に「雪むろ」活用を

　目黒　仁也　…………………………　２１
◦役場内に「集落の声を聞くチーム」を
◦振興センターの権限強化を

　中野　大徳　…………………………　２２
◦マイナンバーで何が変わるのか
◦少子化による教育課題は
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議
員

大お
お

塚つ
か

純じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

問
目
黒
町
長
が
７
年

間
取
り
組
ん
で
き

た
振
興
政
策
の
評
価
を
示

せ
。答

今
年
10
月
に
「
只

見
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
た
。
総
人

口
も
昭
和
40
年
以
後
、
一

貫
し
て
減
少
し
て
お
り
半

減
し
た
。
世
帯
人
員
が
減

少
す
る
一
方
、
老
年
人
口

（
65
歳
以
上
）
の
割
合
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
41
％

を
超
え
て
い
る
。
合
計
特

殊
出
生
率
も
大
き
く
下
が

答 町民が評価するものだ

目黒町長が取り組んできた
　政策評価は

10
年
後
の
只
見
町
の

　
あ
る
べ
き
姿
を
示
せ

答 

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
※
）

づ
く
り
を
進
め
る

通学路上の危険空き家

答
町
と
し
て
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

相
手
の
あ
る
こ
と
な
の
で
、

中
々
思
い
通
り
に
は
い
っ

て
い
な
い
現
状
だ
。

問
今
年
度
中
に
立
ち

上
げ
る
計
画
だ
っ

た
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
の
状
況
は
。

答
南
会
津
町
、
下
郷

町
と
の
連
携
に
よ

る
設
立
運
営
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
だ
合
意
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

問
国
道
２
８
９
号

「
八
十
里
越
」の
開

通
を
見
据
え
た
政
策
と
し

て
、
入
叶
津
地
区
か
ら
只

見
駅
前
へ
の
ト
ン
ネ
ル
の

開
通
整
備
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

問
様
々
な
振
興
政
策

が
示
さ
れ
る
中
で
、

政
策
実
現
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
も
の
が
多
い
。
ス

ピ
ー
ド
感
が
な
い
。
責
任

あ
る
対
応
が
必
要
だ
。
朝

日
地
区
の
通
学
路
の
整
備

計
画
、
危
険
空
き
家
に
対

す
る
対
策
は
現
在
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

り
、
未
婚
率
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
転
入
・
転
出
の

推
移
で
は
転
出
超
過
だ
。

　

農
家
人
口
は
20
年
間
で

約
６
割
減
少
。
工
業
の
従

事
者
数
は
減
少
。
製
造
品

出
荷
額
は
50
％
伸
び
て
い

る
。
商
業
は
、
従
業
員
数
、

販
売
額
と
も
減
少
。
観
光

入
込
客
数
で
は
、
平
成
12

年
は
32
万
人
、
平
成
23
年

は
15
万
人
ま
で
減
っ
た
が
、

現
在
は
22
万
人
ま
で
回
復

し
て
い
る
。

　

振
興
政
策
の
評
価
は
町

民
が
評
価
す
る
も
の
だ
。

答
三
条
市
と
の
地
域

連
携
戦
略
の
中
で
、

一
体
化
し
た
事
業
展
開
を

考
え
、
実
現
に
向
け
た
検

討
を
考
え
て
い
き
た
い
。

※注：日本版ＤＭＯ
（Destination Marketing／Management Organization）

2020年に向けた訪日外国人の増加を目標に政府が掲げた
もので、地方創生策の一つ。地域の風土・文化に合った
組織形態を作りあげることで、地域を活性化させる観光
のビジネスモデルの形成を目指す。
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議
員

新に
っ

國く
に

秀ひ
で

一い
ち

奨
学
金
の
検
討
結
果
は

答 

来
年
度
に
給
付
型
を
導
入

問
少
子
化
対
策
の
今

後
に
つ
い
て
伺
う
。

答
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
る
が
、
単
発

の
事
業
実
施
で
は
効
果
が

見
込
ま
れ
る
も
の
で
は
な

い
た
め
総
合
的
に
進
め
て

い
る
所
だ
。
就
学
前
の
児

童
に
つ
い
て
は
、
条
例
を

新
た
に
設
け
て
各
種
施
策

を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

問
仮
設
住
宅
が
い
ま

だ
に
利
用
さ
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
ど
う
さ

れ
る
の
か
。
町
の
方
針
は

な
い
の
か
。

答
住
宅
以
外
の
利
用

を
考
え
て
い
る
。

今
年
度
内
に
仮
設
住
宅
の

処
分
に
つ
い
て
福
島
県
の

方
針
が
示
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
を
見
極

め
な
が
ら
有
効
活
用
に
つ

な
げ
た
い
。

現状の応急仮設住宅（新町地内：写真手前）

答 県の方針を見極めたい

仮設住宅の
　有効活用を図るべき

め
に
基
本
的
な
事
項
を
定

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
児
童
の
放
課
後

対
策
の
事
業
を
継
続
し
て

実
施
し
た
い
。
今
後
は
条

例
の
目
的
・
理
念
を
踏
ま

え
て
只
見
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
基

づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問
９
月
会
議
で
提
案

し
た
奨
学
金
制
度

は
ど
う
し
た
の
か
。

答
帰
っ
て
く
る
人
材

を
増
や
す
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
給

付
型
の
奨
学
金
に
つ
い
て

は
来
年
か
ら
実
施
す
る
こ

と
を
計
画
に
あ
げ
て
い
る
。

問
只
見
町
は
、
結
婚

し
子
育
て
し
て
い

く
上
で
大
変
苦
し
い
状
況

だ
が
。

答
妊
娠
初
期
か
ら
出

産
ま
で
の
検
診
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
無

料
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も

基
金
を
つ
く
り
、
更
な
る

経
済
的
な
支
援
が
で
き
る

か
ど
う
か
継
続
性
、
財
源

を
含
め
て
考
え
て
い
く
。

※
他
に
「
産
業
の
六
次
化

事
業
」、「
住
民
訴
訟
の
経

過
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
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小お

沼ぬ
ま

信の
ぶ

孝た
か

答 長期的施策を確実に地道に
　実行していく

子育て・少子化
　対策基金どう使う

問
子
育
て
支
援
・
少

子
化
対
策
基
金
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
日
本
全
体
が
直
面

し
て
い
る
こ
と
で
、

特
効
薬
の
よ
う
な
解
決
策

は
な
い
。
多
面
的
、
長
期

的
な
施
策
を
確
実
か
つ
地

道
に
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
、
経
済

的
支
援
と
ソ
フ
ト
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

経
済
的
支
援
で
は
、
保

育
料
の
低
減
、
医
療
費
は

満
18
歳
ま
で
無
料
化
、
給

食
費
も
経
済
的
低
減
に
つ

子育て支援は重要な課題

な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

ソ
フ
ト
面
で
も
保
育
所
の

延
長
保
育
、
放
課
後
児
童

対
策
な
ど
子
育
て
支
援
に

つ
な
が
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

問
町
長
は
町
の
少
子

化
を
ど
の
様
に
と

ら
え
て
い
る
か
。

答
極
め
て
深
刻
だ
し
、

子
ど
も
の
数
は
教

育
の
面
に
お
い
て
も
大
き

な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
平
成
28
年
度
事
業

で
は
、
多
く
の
子

育
て
・
少
子
化
対
策
に
関

係
す
る
事
業
を
上
げ
て
い

る
が
、
基
金
だ
け
で
大
丈

夫
か
。

答
全
て
基
金
で
賄
え

る
事
業
だ
と
思
っ

て
い
な
い
。
引
き
続
き
優

先
的
に
財
源
確
保
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
事
な
事
業
だ
と
思
っ

て
い
る
。

問
子
育
て
支
援
少
子

化
対
策
基
金
事
業

な
ど
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
発
信
し
て
い

る
か
。

答
現
在
は
発
信
し
て

い
な
い
の
で
今
後

発
信
し
て
い
き
た
い
。

問
少
子
化
対
策
事
業

と
し
て
今
年
度
３

７
０
万
円
の
予
算
で
「
出

会
い
の
場
づ
く
り
」
事
業

が
あ
る
が
、
状
況
は
。

答
12
月
12
日
か
ら
13

日
に
か
け
て
事
業

を
実
施
し
た
。

問
当
初
予
算
の
事
業

だ
か
ら
、
も
っ
と

早
く
に
、
数
多
く
開
催
す

る
べ
き
で
な
い
の
か
。

答
３
月
に
も
う
一
度

開
催
し
た
い
。

問
少
子
化
対
策
は
町

内
の
方
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
で
、

や
は
り
よ
そ
か
ら
移
り
住

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
住
宅

整
備
が
重
要
で
な
い
か
。

答
重
要
だ
と
思
う
の

で
、
関
係
部
署
と

振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
連
携

し
て
、
お
試
し
住
宅
、
体

験
住
宅
な
ど
の
よ
う
な
も

の
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
こ
の
条
例
に
は
、

結
婚
、
出
産
及
び

子
育
て
し
や
す
い
環
境
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
、

地
域
の
未
来
に
希
望
が
持

て
る
社
会
の
実
現
と
あ
る

が
。答

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

事
業
含
め
総
合
的

に
考
え
、
自
分
た
ち
の
町

に
あ
っ
た
考
え
で
や
っ
て

い
き
た
い
。
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議
員

藤ふ
じ

田た

　

力ち
か
ら

只
見
高
校
生
を

　
毎
年
一
人
採
用
し
て
は

答 

確
約
は
で
き
な
い

問
只
見
高
校
の
卒
業

生
の
ほ
と
ん
ど
が

卒
業
時
に
町
を
出
る
。
こ

れ
で
は
町
の
人
口
は
減
る

ば
か
り
だ
。
そ
こ
で
、
毎

年
、
只
見
高
校
の
卒
業
生

か
ら
一
人
、
役
場
や
関
係

団
体
の
職
員
と
し
て
の
採

用
を
提
案
す
る
。

　

こ
れ
は
、
人
口
減
に
悩

答 前向きに検討したい

移住お試し住宅を
　整備したら

問
都
市
か
ら
の
移
住

促
進
の
た
め
に
、

移
住
お
試
し
住
宅
の
整
備

を
提
案
す
る
。
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
64
％
の

町
民
が
受
け
入
れ
に
前
向

き
に
回
答
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
町
が
空
き
家

を
購
入
整
備
し
て
希
望
者

に
安
く
貸
し
出
し
た
ら
ど

う
か
。
只
見
で
の
暮
ら
し

に
満
足
で
き
た
ら
空
き
家

や
土
地
を
買
い
、
移
住
が

で
き
た
ら
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答
来
年
は
、
空
き
家

の
利
活
用
に
か
か

わ
る
企
画
や
運
営
に
携
わ

る
人
材
を
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
と
し
て
募
集
し
、

ご
提
案
に
あ
る
「
移
住
お

試
し
住
宅
」
で
の
取
り
組

み
を
発
信
し
て
い
く
。
ま

た
、
移
住
定
住
促
進
の
た

め
空
き
家
対
策
協
議
会
の

設
置
に
向
け
て
考
え
て
い

る
。

む
只
見
町
に
と
っ
て
、
町

の
姿
勢
だ
と
思
う
。
高
校

生
か
ら
も
注
目
さ
れ
只
見

高
校
の
振
興
対
策
や
魅
力

向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の

だ
。答

只
見
高
校
か
ら
一

人
採
用
し
た
い
と

い
う
思
い
は
あ
る
が
、
確

約
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

願
わ
く
は
一
年
に
一
人
。

思
い
は
受
け
止
め
る
。

問
町
内
の
企
業
へ
の

就
職
・
商
店
・
農

業
な
ど
の
後
継
者
も
含
め
、

一
定
の
支
援
策
を
講
じ
る

こ
と
を
提
案
す
る
。
給
料

月
額
の
30
％
、
期
間
三
年

間
、
雇
用
主
に
援
助
す
る

こ
と
が
町
内
雇
用
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
雇
用
促
進
対
策
と

し
て
、
U
・
I
タ

ー
ン
者
を
対
象
と
し
た
雇

用
促
進
助
成
金
制
度
・
雇

用
奨
励
金
交
付
制
度
を
整

備
す
る
な
ど
雇
用
対
策
を

総
合
的
か
つ
積
極
的
に
進

め
て
い
く
。

問
昨
年
か
ら
町
役
場

退
職
者
が
町
の
関

連
団
体
に
採
用
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
続
け
ら
れ
る

の
か
伺
う
。
募
集
も
し
な

い
で
採
用
す
る
こ
と
が
本

当
に
良
い
こ
と
な
の
か
。

私
は
や
る
べ
き
こ
と
で
な

い
と
ハ
ッ
キ
リ
申
し
上
げ

る
。答

世
間
で
い
う
天
下

り
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
そ
の
事
業
所
で
求

め
ら
れ
る
時
に
情
報
を
提

供
し
た
結
果
だ
。

只見高校卒業生の進路状況調査

年　度

卒
業
者
数

う
ち
進
学
者
数

う
ち
就
職
者
数

う
ち
町
内
就
職
者
数

町 内 就 職 先

平成20年 56 22 34 2 役場1、湯ら里1
平成21年 46 12 34 3 役場2、会津工場1
平成22年 52 33 19 3 ＪＡ1、会津工場1、スミタ1
平成23年 45 26 19 2 役場1、美馬建設1
平成24年 42 26 16 3 会津工場2、赤塚歯科医院1
平成25年 43 32 11 1 森林組合1
平成26年 32 24 8 4 東邦銀行1、美馬生コン1、会津工場2

合　計 316 175 141 18
割合（%） 100 55 45 5.7 

藤田力議員作成資料
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議
員

鈴す
ず

木き

　

征す
す
む

答 入札不落の原因・対策を
　検討中

役場庁舎建設の経過を
　確認したい

今
後
の
人
口
減
少
対
策
は

答 

総
合
戦
略
に
基
づ
く
事
業
を
確
実
に
行
う

問
平
成
27
年
10
月
に

策
定
さ
れ
た
「
只

見
町
総
合
戦
略
」に
は
、若

者
定
住
対
策
・
子
育
て
支

援
に
よ
る
人
口
減
少
対
策

が
当
町
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
町
の
将
来
を
大
き
く

左
右
す
る
課
題
に
対
処
す

議会全員協議会審議状況（役場庁舎建設関連）

問
役
場
庁
舎
新
築
工

事
に
つ
い
て
は
、

本
年
６
月
に
入
札
執
行
し

不
落
と
な
っ
た
こ
と
は
町

民
各
位
も
ご
承
知
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

現
在
の
役
場
庁
舎
は
、

昭
和
35
年
建
設
来
、
55
年

経
過
し
、
耐
震
診
断
の
結

果
も
Ｃ
ラ
ン
ク
で
あ
っ
た

と
聞
く
。

　

こ
こ
で
改
め
て
計
画
か

ら
現
在
ま
で
の
経
過
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
役
場
庁
舎
は
、
昭

和
35
年
建
設
来
55

年
が
経
過
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
新
潟
中
越
地
震

や
中
越
沖
地
震
発
生
後
の

平
成
20
年
に
耐
震
診
断
を

受
け
、
そ
の
結
果
と
し
て

震
度
６
強
以
上
で
倒
壊
す

る
危
険
が
あ
る
Ｃ
ラ
ン
ク

と
診
断
さ
れ
た
。

る
に
当
た
っ
て
の
現
状
認

識
と
今
後
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

答
人
口
減
少
が
当
町

に
お
け
る
最
重
要

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

「
只
見
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
は
、
今
後
の
人
口
減
少

が
企
業
活
動
へ
の
重
大
な

支
障
や
地
域
経
済
力
の
低

下
な
ど
に
大
き
く
影
響
す

る
と
い
っ
た
結
果
が
示
さ

れ
て
お
り
、「
只
見
町
総
合

戦
略
」
に
お
い
て
、
４
つ

の
基
本
目
標
を
掲
げ
た
。

今
後
は
、
目
標
達
成
の
た

め
に
様
々
な
事
業
展
開
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
平
成
22
年
12

月
に
は
、
地
域
計
画
審
議

会
か
ら
「
同
一
敷
地
内
に

庁
舎
を
新
築
す
る
」
と
い

う
答
申
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
23
年
３

月
発
生
の
東
日
本
大
震
災

並
び
に
同
年
７
月
の
新

潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
防
災
拠
点
の
必
要
性

を
強
く
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
に
庁
舎
建

設
基
本
設
計
に
着
手
、
平

成
26
年
６
月
に
業
務
完
了

し
、
同
年
８
月
か
ら
実
施

設
計
業
務
に
着
手
し
て
い

る
。

　

平
成
27
年
６
月
に
入
札

執
行
し
、
不
落
と
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
価
格
か
い

離
の
原
因
分
析
や
対
策
案

に
つ
い
て
検
討
し
、
議
会

全
員
協
議
会
で
４
回
説
明

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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酒さ
か

井い

右ゆ
う

一い
ち

豪
雨
災
害
裁
判
の
争
点
は
何
か

答 
裁
判
の
進
行
に
影
響
を
与
え
る
の
で

提
示
で
き
な
い　
　
　
　
　
　
　

問
こ
の
裁
判
に
お
い

て
。
被
害
を
受
け

た
方
（々
原
告
）が
提
出
し
、

裁
判
長
が
認
め
た
「
被
害

の
証
拠
」
は
何
か
。
裁
判

費
用
は
住
民
の
血
税
で
あ

り
原
告
ら
も
納
税
者
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
伺
う
。

福島地方裁判所会津若松支部で現在係争中

答
裁
判
に
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
の
で
、

証
拠
の
提
示
は
控
え
た
い
。

問
只
見
町
は
議
会

（
議
決
機
関
）
と

町
長
（
執
行
機
関
）
の
両

方
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

町
長
だ
け
で
町
は
成
立
し

な
い
。
裁
判
は
議
会
も
当

事
者
と
言
え
る
。
審
議
に

必
要
な
情
報
が
議
会
に
提

示
さ
れ
な
け
れ
ば
議
案
審

議
で
き
な
い
。

答
今
、
公
判
中
で
あ

る
。
被
告
は
町
だ

け
で
な
く
他
者
に
影
響
を

与
え
か
ね
な
い
の
で
理
解

し
て
ほ
し
い
。

問
な
ぜ
町
が
被
告
に

な
っ
た
か
知
り
た

い
。
議
会
は
裁
判
長
が
採

用
し
た
証
拠
を
知
る
必
要

が
あ
る
。

答
証
拠
書
類
に
つ
い

て
の
採
用
・
不
採

用
は
、
詳
し
く
は
わ
か
ら

な
い
。

問
分
か
ら
な
い
は
ず

は
な
い
。
町
長
が

証
拠
を
提
示
で
き
な
い
な

ら
ば
、
私
が
議
員
権
限
に

基
づ
き
調
査
し
た
そ
の
証

拠
資
料
を
提
示
す
る
。
そ

れ
は
議
会
が
全
員
一
致
で

議
決
し
た
「
洪
水
調
査
特

別
委
員
会
」
の
報
告
書
だ
。

こ
れ
は
住
民
意
思
と
し
て

決
し
た
も
の
で
あ
り
、
町

長
の
責
任
を
明
記
し
て
い

る
。

　

町
長
は
住
民
意
思
と
争

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が

ど
う
か
。

答
災
害
調
査
特
別
委

員
会
の
調
査
報
告

書
も
含
め
正
当
か
ど
う
か
、

裁
判
所
で
判
断
を
し
て
い

る
。問

議
会
の
議
決
は
団

体
意
思
と
し
て
の

結
果
で
あ
り
、
裁
判
で
決

め
る
よ
う
な
行
政
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
議
会
意

思
（
民
意
）
に
沿
わ
ず
に

争
い
続
け
る
町
長
、
自
ら

に
恥
じ
る
と
こ
ろ
は
な
い

か
。答

な
い
。
司
法
の
判

断
に
委
ね
る
。

問
こ
の
問
題
が
未
解

決
で
は
町
が
ま
と

ま
ら
な
い
。
何
よ
り
も
住

民
が
最
も
不
幸
で
あ
る
。

　

和
解
を
申
し
出
る
考
え

は
な
い
か
。

答
今
、
公
判
中
で
あ

る
。
こ
の
場
で
私

か
ら
和
解
と
い
う
こ
と
を

申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

17

12
月
会
議

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
報
告

陳
情
・
請
願

一
般
質
問

教
え
て
議
会
の
こ
と



議
員

石い
し

橋ば
し

明あ

日す

香か

答 国際感覚や情報活用能力を
　鍛える

優秀な人材を育てる
　独自の教育を

問
町
の
発
展
の
根
幹

は
人
に
あ
り
、
人

材
育
成
こ
そ
が
す
べ
て
だ
。

町
の
未
来
を
担
う
優
秀
な

若
者
を
育
て
、
流
入
・
交

流
人
口
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に
、
国
際
化
・
Ｉ
Ｔ

化
に
対
応
で
き
、
町
の
魅

力
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
語
学
を
駆

使
し
て
積
極
的
に
発
信
し

て
い
け
る
有
能
な
人
材
を

育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

小
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｔ
教

育
や
起
業
教
育
、
只
見
町

と
い
う
自
然
環
境
豊
か
な

朝日小学校「ユネスコスクール」授業風景

環
境
な
ら
で
は
の
農
業
・

林
業
教
育
な
ど
、
教
育
の

充
実
に
関
す
る
見
解
は
。

答
昨
年
、
朝
日
小
学

校
が
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
に
登
録
さ
れ
、
他

の
２
小
学
校
・
中
学
校
も

申
請
手
続
き
中
だ
。
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
）
の
推
進
拠
点

で
あ
り
、
本
町
は
「
豪
雪

に
育
ま
れ
た
自
然
と
生

活
・
文
化
を
守
り
、
活
か

す
」
と
い
う
考
え
方
を
取

り
入
れ
て
い
る
。

　

朝
日
小
学
校
で
は
、
今

年
度
か
ら
法
政
大
学
、
毎

日
新
聞
社
、
相
馬
・
双
葉

両
郡
内
等
９
つ
の
小
中
学

校
と
連
携
し
た
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
を
め
ざ

し
た
福
島
原
発
被
災
地
域

に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
活
用

型
Ｅ
Ｓ
Ｄ
地
域
学
習
支
援

モ
デ
ル
の
創
造
」
事
業
の

展
開
を
進
め
て
い
る
。

「
児
童
生
徒
に
対
し
、
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
、
情
報
活
用
能

力
（
メ
デ
ィ
ア
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
）
を
身
に
つ
け
、

批
判
的
・
自
立
的
に
考
え

他
者
と
協
働
し
、
行
動
に

移
す
力
を
養
う
」
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
だ
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸

与
を
受
け
て
「
只
見
学
」

の
学
び
を
映
像
に
ま
と
め
、

広
野
小
学
校
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
学
校
と
ビ
デ
オ
レ
タ

ー
に
よ
る
映
像
交
換
を
行

う
な
ど
す
る
。

　

中
学
校
で
は
、
本
年
度

よ
り
県
と
の
連
携
に
よ
る

「
奥
会
津
学
習
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
実
施
し
、
２
年

生
で
は
天
栄
村
の
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
１
泊

２
日
の
語
学
研
修
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
学
級

ご
と
の
ラ
イ
ブ
授
業
等
で

外
国
語
教
育
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
業
を
通
し
、

町
内
小
中
学
生
の
国
際
感

覚
を
磨
き
、
情
報
活
用
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
有
能

な
人
材
を
育
成
し
て
い
き

た
い
。

問
有
能
な
人
材
を
町

外
か
ら
引
き
寄
せ

る
た
め
に
も
、
積
極
的
な

広
報
戦
略
や
人
材
採
用
制

度
が
必
要
で
は
。

答
才
能
を
持
つ
人
材

を
只
見
町
で
登
用

し
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
積
極
的
な
広
報

戦
略
及
び
採
用
制
度
に
つ

い
て
、
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
。
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議
員

佐さ

藤と
う

孝た
か

義よ
し

町
民
福
祉
バ
ス
復
活
の
考
え
は

答 
利
用
団
体
へ
の
助
成
支
援
で
対
応
す
る

問
研
修
活
動
等
に
利

用
で
き
る
安
価
な

バ
ス
が
ほ
し
い
と
の
声
を

町
内
各
団
体
か
ら
聞
く
。

　

町
民
誰
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
福
祉
バ
ス
を
復

活
で
き
な
い
か
。

答 切れ間なく実施していく

地方創生と絡む
　エコパーク事業は

問
昨
今
増
加
し
て
い

る
外
国
人
観
光
客

を
只
見
町
に
呼
び
込
む
方

策
は
。

答
中
国
や
韓
国
、
台

湾
な
ど
ア
ジ
ア
圏

か
ら
新
潟
を
経
由
し
て
の

来
日
に
注
目
し
て
い
る
。

近
い
将
来
の
国
道
２
８
９

号
八
十
里
越
の
開
通
後
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
つ

な
が
る
。
本
町
の
観
光
資

源
に
磨
き
を
か
け
積
極
的

か
つ
戦
略
的
に
受
け
入
れ

答
交
通
体
系
の
見
直

し
の
中
で
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
バ
ス
運
行

に
切
り
替
え
を
図
っ
た
。

こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た

各
種
団
体
等
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
、
各
振
興
セ

ン
タ
ー
で
研
修
活
動
に
要

す
る
借
上
げ
バ
ス
の
費
用

を
助
成
し
て
い
る
。
助
成

基
準
は
10
名
以
上
。
婦
人

会
や
青
年
団
体
は
全
額
、

そ
の
他
の
団
体
は
半
額
だ
。

明
確
な
研
修
目
的
で
活
動

さ
れ
る
団
体
に
は
今
後
も

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き

た
い
。

問
小
さ
い
団
体
で
は
、

負
担
が
大
き
い
の

で
は
。

答
発
足
当
時
は
社
会

福
祉
協
議
会
で
実

施
し
て
い
た
。
現
況
は
、

運
輸
行
政
（
青
ナ
ン
バ
ー

等
）
の
絡
み
で
難
し
い
。

助
成
基
準
に
つ
い
て
は
、

振
興
セ
ン
タ
ー
等
で
予
算

化
さ
れ
、
議
決
さ
れ
れ
ば
、

検
討
の
余
地
は
あ
る
。

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。

　

新
年
度
事
業
で
は
町
の

総
合
案
内
看
板
を
多
言
語

化
し
た
サ
イ
ン
案
内
に
再

整
備
し
て
、
外
国
人
観
光

客
に
対
応
し
た
い
。

　

さ
ら
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
の
よ
り
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
よ
る
「
自

然
首
都
・
只
見
観
光
振
興

協
力
隊
」
を
登
用
し
、
積

極
的
な
外
国
人
観
光
客
の

誘
客
に
も
取
り
組
む
。

問
国
外
の
都
市
（
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
認
定
都
市
等
）
と
の
友

好
関
係
を
築
け
な
い
か
。

答
今
年
度
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
マ
レ
ー
シ
ア
・

サ
バ
州
の
視
察
研
修
を
は

じ
め
、
韓
国
、
台
湾
の
大

学
教
授
の
方
々
を
招
き
講

演
会
等
を
開
催
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
国

外
の
認
定
都
市
と
友
好
関

係
が
築
け
れ
ば
と
考
え
る
。

韓国のユネスコエコパークについて学ぶ状況
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山や
ま

岸ぎ
し

フふ

ミみ

子こ

答 非常に重要
　雪資源の活用検討

地産地消拡大に
　「雪むろ」活用を

問
町
内
各
施
設
「
老

人
施
設
、
診
療
所
、

観
光
施
設
」
等
で
の
地
産

地
消
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。答

地
産
地
消
は
、
伝

統
食
の
継
承
や
流

通
経
費
節
減
に
よ
る
環
境

へ
の
貢
献
、
栄
養
価
の
高

い
旬
の
物
を
工
夫
し
て
食

べ
る
な
ど
様
々
な
意
味
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
。
非
常

に
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
元
産
の
食
材
を
率

先
し
て
利
用
し
、
ま
た
各

施
設
に
お
い
て
は
町
内
生

産
者
・
事
業
者
か
ら
購
入

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
。
可
能
な
限
り
地
産

地
消
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。

地産地消を取り入れた小学校給食

問
あ
る
一
定
の
農
家

支
援
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
を
含
め
た
町

民
が
誰
で
も
地
元
産
物
を

各
施
設
に
納
品
し
、
少
し

で
も
個
人
所
得
の
向
上
を

図
れ
た
ら
と
思
う
。

　

町
づ
く
り
の
中
に
地
元

消
費
の
拡
大
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
指
す
と
あ

る
、
地
産
地
消
拡
大
は
具

体
的
事
業
の
一
つ
だ
。
地

産
地
消
を
活
発
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社

会
的
孤
立
を
防
ぎ
、
生
き

が
い
づ
く
り
に
な
る
。

　

こ
の
事
業
を
行
う
に

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
サ
ポ
ー
ト
や
コ
ー
デ

ィ
ネ
イ
ト
す
る
人
材
の
配

置
が
必
要
だ
。
地
産
地
消

を
進
め
る
に
し
て
も
野

菜
・
乾
燥
物
な
ど
有
効
利

用
す
る
に
は
、
鮮
度
を
保

つ
た
め
雪
を
利
用
し
た
一

年
中
利
用
で
き
る
貯
蔵
庫

が
必
要
だ
。
多
雪
地
帯
で

あ
る
只
見
で
何
故
で
き
な

い
の
か
。

答
昨
年
か
ら
「
簡
易

雪
む
ろ
」
を
活
用

し
、
地
産
地
消
に
加
え
雪

資
源
の
観
光
面
で
の
活
用

を
検
討
し
始
め
た
。

問
地
産
地
消
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
こ
と

は
、
教
育
・
福
祉
・
観
光

に
と
波
及
効
果
が
あ
る
。

各
分
野
と
の
連
携
を
も
っ

て
考
え
、
進
め
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
雪
を
利
用
し

た
貯
蔵
庫
は
町
民
誰
も
が

利
用
で
き
る
施
設
と
し
、

六
次
化
産
業
を
進
め
る
う

え
で
も
必
要
だ
。

答
「
雪
む
ろ
」
は
豪

雪
地
帯
な
ら
で
は

の
気
候
特
性
を
生
か
し
た

冷
熱
利
用
と
し
て
、
農
作

物
の
鮮
度
や
熟
成
効
果
、

付
加
価
値
化
な
ど
、
環
境

に
や
さ
し
い
有
効
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
り
、
克
雪
に

結
び
付
く
政
策
と
と
ら
え

て
い
る
。
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
も
踏
ま
え
て
検
討

す
る
。
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議
員

目め

黒ぐ
ろ

仁じ
ん

也や

役
場
内
に

　「
集
落
の
声
を
聞
く
チ
ー
ム
」
を

答 
人
的
課
題
は
あ
る
が
検
討
す
る

問
振
興
セ
ン
タ
ー
が

発
足
し
、
本
庁
総

合
政
策
課
と
の
連
携
が
重

点
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
協

力
体
制
を
と
っ
て
き
た
の

か
。答

空
き
家
の
実
態
調

査
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
28
年
度
目
途
に

「（
仮
称
）
空
き
家
対
策

答 29年度改定を図りたい

振興センターの
　権限強化を

問
地
域
づ
く
り
の
最

前
線
で
あ
る
各
振

興
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と
し

て
、
予
算
や
権
限
が
十
分

で
な
い
。
現
在
地
域
づ
く

り
の
予
算
は
、
各
振
興
セ

ン
タ
ー
と
役
場
本
庁
に
分

か
れ
、
年
間
計
約
１
８
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
を
三
振
興
セ
ン
タ

ー
に
仮
に
６
０
０
万
円
ず

つ
配
分
し
、
現
場
の
長
の

権
限
で
執
行
で
き
る
体
制

小林舘趾ふるさとウォーキング

協
議
会
」
の
設
置
を
現
在

検
討
し
て
い
る
。
今
後
議

会
説
明
も
踏
ま
え
た
上
で

支
援
策
も
講
じ
た
い
。

問
全
町
的
に
以
前
と

は
違
う
集
落
課
題

が
あ
る
。
住
民
の
声
を
本

庁
で
取
り
上
げ
る
た
め
、

役
場
内
に
「
集
落
の
声
を

聞
く
チ
ー
ム
」
な
ど
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答
今
年
の
集
落
座
談

会
で
は
、
住
民
要

望
が
一
向
に
改
善
さ
れ
な

い
な
ど
の
声
も
あ
っ
た
。

連
携
が
十
分
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
集
落
の
方
々
と

の
話
し
合
い
が
よ
り
重
要

と
考
え
て
い
る
の
で
意
を

踏
ま
え
て
努
め
て
い
く
。

問
人
員
体
制
が
課
題

な
ら
、「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
の
活
用
や

民
間
委
託
も
検
討
す
べ
き

だ
。
地
域
課
題
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
に
あ
る
。

答
三
地
区
の
「
空
き

家
対
策
」
を
中
心

と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
現
在
募
集
し
て
い
る
。

是
非
只
見
に
入
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
。

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て

住
民
意
識
も
変
わ
る
。

答
集
落
の
活
性
化
が

あ
っ
て
町
の
活
性

化
と
考
え
て
お
り
、
交
付

金
制
度
を
見
直
し
て
き
た

経
過
が
あ
る
。
三
か
年
の

執
行
状
況
を
見
て
29
年
度

よ
り
更
な
る
改
定
を
図
り

た
い
。

　

現
場
の
決
裁
権
は
、
私

も
そ
の
よ
う
な
方
向
が
望

ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
内
部
の
事
務
手
続
き

を
経
て
検
討
す
る
。
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議
員

中な
か

野の

大た
か

徳の
り

答 公平公正な社会の実現が目的

マイナンバーで
　何が変わるのか

問
先
般
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
送
付
さ
れ

た
。
町
民
に
は
分
か
り
に

く
く
、
制
度
導
入
に
は
不

安
の
声
も
多
か
っ
た
と
聞

く
。
制
度
導
入
で
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

答
正
式
に
は
「
社
会

保
障
・
税
番
号
制

度
」
と
い
う
。
住
民
票
を

持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人

に
一
人
一
つ
の
番
号
を
付

け
、「
社
会
保
障
」「
税
」

「
災
害
対
策
」の
分
野
で
各

機
関
が
個
人
情
報
を
管
理

し
、
公
平
公
正
な
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

少
子
化
に
よ
る

　
　
　
教
育
課
題
は

答 

小
学
校
の
あ
り
方
を
検
討

問
来
年
度
の
小
学
生

入
学
者
は
、
只
見

11
人
、
朝
日
４
人
、
明
和

10
人
だ
。
少
人
数
学
級
に

不
安
を
持
っ
て
い
る
声
を

聞
く
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

「
個
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
で
丁
寧
な
指
導
、

生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者

の
結
び
つ
き
が
深
く
な
り
、

全
教
職
員
が
全
生
徒
の
特

性
、
家
庭
環
境
な
ど
を
把

握
し
や
す
く
、
指
導
が
行

き
届
く
」
等
が
あ
げ
ら
れ

る
。

行政手続きを受ける役場窓口

問
住
民
生
活
に
お
い

て
ど
う
変
わ
る
の

か
。答

税
の
分
野
で
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

あ
れ
ば
年
末
調
整
の
と
き
、

自
営
業
者
で
あ
れ
ば
確
定

申
告
の
と
き
に
使
用
す
る

こ
と
に
な
る
。
２
０
１
６

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

「
子
ど
も
同
士
で
の
集
団

的
思
考
が
形
成
さ
れ
に
く

い
。
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化

さ
れ
る
こ
と
で
学
習
意
欲

向
上
や
競
争
心
が
育
た
な

い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
や

す
い
」
等
が
あ
る
。

問
今
後
の
考
え
は
。

答
少
子
化
に
よ
り
児

童
が
減
少
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
只
見

高
校
の
孫
留
学
も
含
め
、

小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

年
分
の
所
得
か
ら
制
度
の

対
象
と
な
る
。
各
種
届
出
、

申
請
の
と
き
に
住
民
票
や

所
得
証
明
な
ど
の
添
付
書

類
が
省
略
で
き
る
こ
と
か

ら
、手
続
き
に
係
る
時
間
・

費
用
が
削
減
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
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教えて！議会のこと Vol.6

一般会議って　　

　　どんな会議？ブナりん
イワっぺ

アカショウちゃん

今回は、議会が行う一般会議について、担当の広報広聴委員長に聞いてみました。

只見町キャラクター ©Tadami

ブナりん　この前「一般会
議を開催します」という募
集があったけど、どんな会
議なの？

広報広聴委員長　議会の中には町民に対し
て「議会報告会」と「一般会議」と二つの
会議があるんだよ。

ブナりん　２つの会議はどう違うの？

広報広聴委員長「議会報告会」は、町政や
議会で行われていることなどを、みんなに
説明し、意見を聞いて議会運営に役立てる
会議だよ。
　「一般会議」は、町民、各種団体、NPO
等からテーマを出してもらったうえで意見
を聞いて、そこから出てきた町政上の課題
や問題点を町民と議会が積極的に話し合う
会議なんだよ。

ブナりん　じゃあ、一般会議で出た町民か
らの意見は町政に役立てられるの？

広報広聴委員長　なかなか全てという訳に
はいかないけれど、町政上の課題に対応す

るための政策提案の拡大に努めていきたい
と思っているよ。多くの人達に会議に参加
してもらい、多くの意見を聞かせてもらい
たいと思ってるんだ。

イワッペ　どうやったら会
議を開いてもらえるの？

広報広聴委員長　団体、グループなどから
希望がある場合、通年でいつでも可能な限
り対応するので、気軽に議会事務局（８２
－５３００）まで連絡してね。

アカショウちゃん　申し込み
はいつでも良いの？

広報広聴委員長　いつでも大丈夫だよ、本
当は町民の人達に議会のほうに来てもらっ
て会議を開催することになっているんだけ
ど、出前会議という形で議会が出向いて開
催するからね。議員全員参加にはならない
かもしれないけど、応募を待っているから
ね。
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　只見の郷土料理はすばらしい。朝
日小では只見の郷土料理について調
べています。

「しわいも」は甘くておかずになるし、おやつにも
なる食べ物です。それと小さいいもをむだにしない
という昔の人の知恵が詰まっているものです。また、
水あめを作ると「あめよばれ」をします。あめよば
れをすると人との交流にもつながります。これから
は、私たちで新しい郷土料理を作っていきたいと思
います。

　今までは、選挙は大人がするもの
だという他人事の感覚でしたが、こ
れからは選挙権の年齢が20歳以上

から、現在の私と同じ18歳へと引き下げられます。
今回の模擬投票を通して、選挙についてよく知るこ
とができ、その大切さを改めて認識することができ
ました。
　また、選挙は、単に知事や代表者を選ぶだけでな
く、自分の生活に大きく関わってくることも理解で
きました。今後は、政治についてしっかりと関心を
持ち、政党や候補者の掲げている政策などを適切に
判断したうえで投票できるよう、有権者としての責
任を持って、しっかりと選挙に向き合いたいと思い
ます。

　ぼくは、只見の郷土料理が大好き
です。只見の郷土料理には、先人か
らの思いや知恵がたくさん詰まって

います。料理の中には「ざく煮」というものがあり
ます。冬に水が入手しにくかった只見の人たちは、
水を一気にくみ、その水で２〜３日分のざく煮を作
り料理の手間をはぶくなどの工夫がされています。
　今ぼくたちは新只見の郷土料理を考えています。
みんなで知恵を集めて、おいしい料理を作れるよう
にがんばっています。

　今回、模擬投票ということで、実
際と同じ環境・条件で投票させてい
ただき、とても良い体験ができたと

思います。普段は、選挙などにはあまり関心がなく、
福島に対する自分の意見を本気で考えることは、あ
まりありませんでした。そのため、今回の事前学習
を通しての模擬投票は、改めて福島の問題点と、そ
れらに対する自分の考えを見つめ直すことができ、
とても有意義な時間になりました。
　これからは、選挙権が18歳に引き下げられ、私た
ちのような若い人たちの意見が求められています。
今後は、自分の一票が、地域の全住民、日本の全国
民、そして未来の人々に影響するという自覚をもっ
て、選挙権を行使したいと考えています。

　

ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
一
年
半
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
雪
深
い
里
で
営
ま

れ
て
来
た
生
活
習
慣
や
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

を
様
々
な
形
で
こ
の
町
の

良
さ
を
発
信
し
、
継
承
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
害
で
破
壊
さ

れ
た
河
川
も
改
修
さ
れ
、

念
願
の
老
人
福
祉
施
設

「
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム
」
も

完
成
し
、
待
機
さ
れ
て
い

た
方
や
家
族
も
大
変
ホ
ッ

と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
寒
い
折
気
を
付
け
て

お
過
ご
し
下
さ
い
。
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vol.6シリーズ

編

集

後

記

　福島県選挙管理委員会は、県内の高校と協力して、平成24年度より「未来の福島県知事選挙」を実施しています。
これは、県内の高校生に対して模擬投票の機会を設けることにより、政治や選挙に対する関心の向上を図るものです。
実施にあたっては、福島大学の学生４人が候補者となる政見放送を視聴し、実際の選挙と同じ方法で投票します。
　今年度は、６月に選挙権年齢が18歳に引き下げられることが決定したこともあり、県内の13の高校で実施される
ことになりましたが、去る12月９日に県内の嚆矢を切って只見高校の３年生を対象として行われました。以下は、
その選挙に「有権者」として参加した２名の生徒の感想です。
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